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は官立の府 ｡州 ｡県学など中等 ｡高等教育機関があった｡初等教育段階の庶民の教育機関とし
























































































































































































であり､慈漠 ｡鎮海 ｡定海 ･奉化 ｡鈴桃などの県と接している｡ 地形が蝶の形に似ており､東
西方向は広 く (約70キロメートル)､南北方向は狭い (約33.1キロメートル)｡面積は約1,377
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全県における宗族集団の始祖 ･場所 ･両堂 ･族












































自然村落数 873 百分比姓数 139
宗族集団数 709



















名称 場所 創建時期 発起人 経営過程
董氏崇本義学 董氏義廟 不明 邑人 :董允需 学田
陸氏双井書院 西隆 乾隆23(1758)年 里人 :陸漢赤.陸兆塵.陸大任 学田245畝
張氏起文義学 里仁堂 乾隆年間(1736-1795年) 里人 :張協恭 .張肇豊 .震初等 学田60畝
全氏桓演義学 砂港口 乾隆年間(1736-1795年) 里人 :全祖燈 学田田20畝
施氏崇本堂義学 貴公林 嘉慶12(1807)年 里人 :施博九 学田
王氏義挙 唐家堰 嘉慶22(1817)年. 里人 :王汝文 学田77畝
徐氏教本義挙 大王致 嘉慶24(1819)年 里人 :徐桂林 一族出資
束氏真吾義挙 富山廟東 道光13(1823)年 里人 :朱孝鎗 義荘
義民始基堂義学 大堰遺 道光5(1825)年 里人 :蓑万経 学田
虞氏豊文義学 虞家埴 道光18(1838)年 里人 :虞維清 .虞異 ○虞桐 学田
董氏嬰湖書院 洞橋 遣光23(1843)年間 里人 :董蘭など 義荘
呉氏義荘義塾 張斌橋南 逆光年間 (1821-1850年) 里人 :呉楠 義荘
周氏啓文義学 唇蚊衛 成豊2(1852)年 里人 :周端桁 .周一英 学田115畝
察氏敦本義塾 搬火橋 成豊年間(1851-1861年) 里人 :秦琵 義荘
愈氏玉成義塾 愈家間 成豊5(1855)年 里人 :愈根 学田100畝
周氏稜電蓄塾 西域柳 成豊6(1856)年 里人 :周祉 学田150畝
朱氏尊経義塾 東榎橋 成豊6(1856)年 里人 :朱肇裕 学田120畝
水氏源源家塾 上宅 成豊7(1857)年 里人 :水望月 一族出資
張氏逢原義学 張家岸 同治2(1863)年 里人 :張守源 一族出資
朱氏竹林義塾 来園 同治5(1866)年 里人 :朱汝金等 学田40畝
胡氏養正書院 胡家墳 同治6(1867)年 里人 :胡成炎等 学田100数畝
沈氏中林義挙 裸社 同治7(1868)年 里人 :沈倫憶 一族出資
李氏善教堂義塾 李家坑 同治7(1868)年 里人 :李聖良等 学田50畝
王氏□余書塾 王家衛 同治8(1869)年 里人 :王震等 学田150畝
周氏承啓書塾 新荘 同治9(1870)年 里人 :周芹等 学田50畝














































数量 百分比 数量 百分比
100以内 9 9.7% 108 15.2%
J100-299人 20 21.5% 160 22.6%
300-499人 16 17.2% 83 ll.7%
500-999人 20 21.5% 74 10.4%
1,000以上 23 24.7% 72 10.2%
















辛 族塾を設けた宗族 全宗族 享 族塾を設けた宗族 全宗族数量 百分比 数量 百分比 数量 百分比 数量 百分比
あり 90 96.8% 551 77.7% あり 83 89.2% 474 66.9%
な.し 3 3.2% 47 6.6% なし 9 9.7% 111 15.7%















数量 百分比 数量 百分比
貧困 24 25.8% 133 18.8%
普通 35 37.6% 203 28.6%
豊か 24 25.8% 70 9.9%




































を挙げてみると､陸氏双井書院 ｡全氏桓渓義挙 ｡施氏崇本堂義学 や徐氏教本義挙 ｡呉民税氏義
塾などの族塾は､いずれも2世代以上の年月を経て創建したものである｡また､｢洞庭王氏家
譜｣に掲げた ｢義田説｣には､｢吾宗有仕官宮､有居積者､萄携躍侶摘､族人量力助之､既数


























やる｡ また朝食や飲料を提供し､教科書から紙 ｡墨 ｡規などの学習用品を支給する34｡また､






















































































創建し､毎月の朔 (1日)と望 (15日)に､朝から夕方まで ｢全課｣を開いている｡ 参加者
に紙や食事を補助し､さらに ｢花紅｣(ボーナス)まで支給する450同じく蘇州の陸氏宗族は特
に ｢会課規僚｣を定め､毎月の朔と望の日に義荘の内で ｢会課｣を行い､宗族の子弟であれば､
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なるのは銀十両を支給する｣ 47と定められている｡ また､留田王氏では ｢教員を招く資力のな




































































9 『黄岩県志』巻一興地志 ･風俗､明代万暦年問刊行｡原文は ｢族杓大別置祭田建宗弼以為世所｣であ
る｡







































29 『都県志』巻九学校 ･書院 ･里塾 ･族塾､光緒2(1876)年刊行｡
30 『慈渓県志』巻五建置四 ｢義挙｣､光緒25(1899)年刊行｡
31 『洞庭王氏家譜』巻二下 ｢両芋類編下｣､宣統3(1911)年刊行｡
32 『留田王氏五修族譜』巻- ｢嗣産｣､光緒6(1880)年刊行｡
33 『飴桃関原劉氏宗譜五編』巻首 ｢勧摘義田義学叙｣(康輿41年定め)､宣統2(1910)年刊行｡
34 『屠氏昆陵支譜』巻- ｢馳孤家塾競候｣(成豊5年定め)､光緒30(1904)年刊行｡
35 『陸氏黄門支譜』巻十三 ｢荘塾規候｣､光緒14(1888)年刊行｡
36 『華亭顧氏宗譜』巻七 ｢義荘規僚｣(光緒18年定め)､光緒20(1894)年刊行｡
37 『大阜播氏支譜』巻二十 ｢松麟荘続訂規候｣(光緒32年12月定め)､光緒34(1908)年刊行｡
38例えば､蘇州の花氏荘学では､全般の運営は執事に任せる｡『花氏家乗』巻十五､乾隆11(1746)年刊･行
を参照｡
39 『屠氏毘陵支譜』巻- ｢他孤家塾規候｣(成豊5年定め)､光緒30(1904)年干り行｡
40 『京江柳氏続譜』巻六､民国元年(1911)年刊行｡
41 『上虞県志』巻三十四学校志下 ｢書院｣､光緒17(1892)年刊行｡
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42 『上虞県志校続』巻三十七学校志 ｢義塾｣､光緒25(1899)年刊行｡
43 『錬桃関原劉氏宗譜五編』巻首 ｢勧招義田義学叙｣(康熊41年定め)､宣統2(1910)年刊行｡
44劉藩 ｢勧消義田創義学叙｣(1702年)､『飴桃開原劉氏宗譜五編』巻首所収､宣統2(1910)年刊行｡
45 『東匪播民族語』第十二冊 ｢続規約｣(光緒18定め)､光緒18(1892)年刊行｡
46 『陸氏蔚門支譜』巻十三 ｢会課規僚｣(光緒13年改訂)､光緒14(1888)年刊行｡
47注19の中の25種類族譜により統計されたものである｡
48 『渦度王氏家譜』巻二下 ｢家両規候｣､宣統3(1911)年刊行｡
49 『留田王氏五修族譜』巻- ｢規傑｣､光緒6(1880)年刊行｡
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